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「平成29年7月九州北部豪雨」 
地盤災害説明会 

―被害の状況とこれから私たちが気をつけること― 

 (公社)地盤工学会 

平成 29 年7月九州北部豪雨 

地盤災害調査団 

2017年7月22日（土）14:00-16:00 

TKP博多駅前シティセンター ホールB  

http://d.hatena.ne.jp/keyword/his


各県資料 平成29年7月九州北部豪雨による各県別被害の状況 

■人的被害 

■住家等被害 

出典）福岡県HP：平成29年7月九州北部豪雨に関する情報（第55報）21日15:00現在 

   大分県HP：平成29年7月九州北部豪雨に関する災害情報について（第40報）21日16:00現在 

■災害 

※大分県の非住家被害については、「公共建物」、「その他」の区別がないため、全て「その他」の被害として計上。 

県名 

住宅被害 非住家被害 

合計 全壊 
（棟） 

半壊 
（棟） 

一部破
壊 

（棟） 

床上浸
水 

（棟） 

床下浸
水 

（棟） 

小計 
（棟） 

公共建物 
（棟） 

その他 
（棟） 

小計 
（棟） 

福岡県 93 23 41 47 165 369 0 8 8 377 

大分県 18 35 30 338 844 1265 ※ 315 315 1580 

合  計 111 58 71 385 1009 1634 0 323 323 1957 

県名 
死者 
（人） 

行方不明者 
（人） 

負傷者 

重傷 
（人） 

軽傷 
（人） 

福岡県 32 6 2 8 

大分県 3 0 2 2 

合  計 35 6 4 10 

※大分県の非住家被害については、「公共建物」、「その他」の区別がないため、全て「その他」の被害として計上。 

県名 道路 橋梁 河川 土砂 

福岡県 283 26 157 203 

大分県 663 0 556 45 

合 計 946 26 713 248 



先遣調査とその活動について 
 平成29年7月６日(木) 

学会から災害連絡委員に調査団の必要性等について問い合わせ 
 

 平成29年7月8日（土） 
朝倉市、東峰村   6名 
 

 平成29年7月9日（日） 
日田市、朝倉市  6名 
 

 平成29年7月12日（水） 
「平成29年7月九州北部豪雨」 
  緊急災害報告会の開催 
地盤工学研究発表会＠名古屋国際会議場 

 
 平成29年7月22日（土） 

「平成29年7月九州北部豪雨」 
  地盤災害説明会の開催＠福岡  
 



2017年7月8日の調査ルート 

①堤防被害（佐田川） 

寺内ダム 

江川ダム 

②小石原川ダム（建設中） 

大肥川 

③東峰村 

④道路被害 



2017年7月9日の調査ルート 

①小野地区 

④河川堤防被害 ②大鶴地区 

花月川 

⑤ため池崩壊 

③河川堤防被害 

赤谷川 

小野川 
奈良ヶ谷川 

白木谷川 

大肥川 

東峰村 



本日のプログラム 

 

会場の方との意見交換 

 

地盤工学会調査団団長挨拶          安福規之（九州大学）          

題目 講演者 

地形・地質・気象の概要 村上 哲（福岡大学） 

多発的斜面崩壊と被害 笠間清伸（九州大学） 

大規模崩壊と土砂ダム 工藤宗治（大分高専） 

河川・ため池の被害 石藏良平（九州大学） 

道路・鉄道等交通インフラの被害 廣岡明彦（九州工業大学） 

災害廃棄物の状況と課題 佐藤研一（福岡大学） 

情報を活用した災害対応 三谷泰浩（九州大学） 


